[bookmark: _Hlk105053726]令和7年度第3回地域密着型サービス事業運営推進会議（合同会議）議事録


１　開催日時　　令和7年10月16日（木）　13時30分～15時00分

２　開催場所　　特別養護老人ホームほうじゅの郷　会議室

３　出席者
　　　　　　〇運営推進委員
　　　　　　　　　川村和生（地域住民代表）
　　　　　　　　　川村　明（地域民生委員）
　　　　　　　　　高橋　誠（市民サービス課長）
　　　　　　　　　菊池知子（石鳥谷地域包括支援センター職員）
　　　　　　　　　宮森寿人（はなみずき石鳥谷家族の代表）
　　　　　　〇入居者・利用者の代表
　　　　　　　　　浅沼サツ（ほうじゅの郷入居者代表）
　　　　　　　　　鎌田ミヨ（はなみずき石鳥谷入居者代表）
　　　　　　〇事務局（施設職員）
　　　　　　　　　小原秀幸（施設長）
　　　　　　　　　中村勇子（ほうじゅの郷管理者兼主任生活相談員）
　　　　　　　　　藤原美奈子（ほうじゅの郷介護支援専門員）
　　　　　　　　　菊池理恵子（はなみずき石鳥谷計画作成担当者）
　　　　　　　　　中里茉樹（はなみずき石鳥谷主任介護職員）

４　欠席者　　　澁谷孝之（ほうじゅの郷家族の代表）
　　　　　　　　　
５　協議内容
（1） 各事業の進捗状況等について
（2） 身体的拘束に関する事項について（身体的適正化委員会）
（3） 事故等に関する事項について
（4） その他　情報交換等

６　会議の経過
　　　　
　　　　　13時30分、小原施設長は、運営推進委員6名中、出席予定であったほうじゅの郷家族の代表澁谷様の欠席をお知らせし、出席された運営推進会議の委員を確認して開会を宣言する。

小原秀幸　　本日はお忙しい中ご出席をいただき誠に有難うございます。
　　　　　　　また日頃より地域密着型サービス事業の運営につきましても多大なるご支援ご尽力を賜りますことを深く御礼申し上げます。
　　　　　　　さて、先般はなみずき石鳥谷の事業について花巻市による行政指導がありまして、その際に入居者の声を反映させるような取り組みをしていただきたいとの意見がありましたので、今般の会議では、それぞれの施設入居者の代表の方に出席をしていただきました。大変緊張しておりますので時間の制限を設けさせていただくことをお許しください。また委員の皆様には少しだけ気を使って頂きながら和やかに進めていきたいと思いますので、何卒ご協力を宜しくお願いいたします。
　　　　　　　それでは、これより会議をすすめさせていただきます。

　　　　　　　それでは協議に入ります。
　　　　　　　各事業の進捗状況について、ほうじゅの郷、はなみずき石鳥谷の順で担当者から説明させる。

　中村勇子　　ほうじゅの郷の状況について、資料に基づき説明する。

　菊池理恵子　続いて、はなみずき石鳥谷の状況について、資料に基づき説明する。

　小原秀幸　　只今、事業所ごとに担当者から説明がありましたが、委員の皆様から質問等ございませんか。

　川村和生　　ほうじゅの郷のほうで、「パン屋さんの販売再開」とありますが、前から行っていたのでしょうか。

　中村勇子　　コロナ感染の前からパン屋さんに来てもらって入居者の方々に買っていただいておりました。パンが好きな方も多くいらっしゃいますので、大変喜んでいただいております。

　小原秀幸　　他にありませんか。

　高橋　誠　　せっかく入居者の方に来ていただいておりますので入居者の方にお聞きしますが、何か楽しみにしていることなどはありますか。

　中村勇子　　まずは自己紹介します。

　浅沼サツ　　浅沼サツです。93歳です。

　中村勇子　　ほうじゅの郷に入居して4年6か月ぐらいになります。
　　　　　　　楽しいこととかありますか。

　浅沼サツ　　やること全部楽しいです。

　中村勇子　　この方は、介護機器（リフト）で移動や排泄を支援しています。どうですか。

　浅沼サツ　　今までよりも快適に過ごさせていただいております。

　菊池理恵子　こちらの浅沼様は、編み物を作っていただき、芸術祭に出展し飾らさせていただいたりしておりまして、大変素晴らしい作品になっておりますので是非ご覧いただければと思います。

　小原秀幸　　次にはなみずき石鳥谷のほうは如何ですか。

　中里茉樹　　それでは自己紹介させていただきます。お名前を教えて下さい。

　鎌田ミヨ　　鎌田ミヨです。昭和12年1月27日生れです。

　中里茉樹　　何か楽しみだな～と思っているものはありますか。

　鎌田ミヨ　　干し柿づくりとか面白いね。皆さんと一緒に楽しみたいです。

　小原秀幸　　他に委員の皆さんから聞きたい事などございませんか。
　　　　　　　包括さん、何かございませんか。

　菊池知子　　本当に地域に根差した施設さんなので、地域の行事にも積極的に参加されていて素晴らしいなと感じています。
　　　　　　　実は花巻市内の介護事業所の閉鎖も増えてきていて、中々地域の中で一緒に暮らす難しさもあるのだなと考えていましたので、これからも積極的に地域に参加していただければなと思っています。

　宮森寿人　　外国人による日本語のスピーチコンテストに参加されるということですが、何かテーマはあるのですか。

　中村勇子　　参加するご本人から聞いたところでは、日本に来てどう思っているのか、どこがいいのか、何について学んだのか、などのようなことを論文のように話すようですね。

　宮森寿人　　先般、ある中学校の文化祭で、「私の主張」という発表会がありまして、発表した生徒がある介護施設で何かお手伝いをしたようで、高齢者との関わりの中から、自分の意見をはっきり言うことの大切さを学び、それをきっかけに学校や友人同士でも自分の意見が言えるようになったという話を聞く機会がありまして、さっきのスピーチコンテストと繋がるところがあるのかなと思いお聞きしたところでした。福祉の仕事はどちらかというと内向きな仕事に見えるかもしれないけれど、人との繋がりとか高齢者からの教えのようなところもあって、良い仕事だと思うんですよね。


　小原秀幸　　有難うございます。いろんなところで若い方々が福祉の仕事に向いてくれることに期待します。
　　　　　　　他に何かございませんか。
　　　　　　　入居者の皆さんはいかがでしょうか。

　浅沼サツ　　皆さんのおかげで、良くしてもらって有難いです。

　鎌田ミヨ　　私もはじめてこういうところに来たものですから、何にもわかりませんので宜しくお願いします。

　小原秀幸　　有難うございました。
　　　　　　　入居者の皆さんには、この時間で失礼させていただきます。
　　　　　　　貴重なご意見、有難うございました。

　小原秀幸　　それでは事業の進捗等について、以上として宜しいでしょうか。
　　　　　　　無いようですので次に移ります。

　小原秀幸　　身体的拘束に関する事項について上程しますが、資料には両施設とも特に無いようですが、それで宜しいでしょうか。

　中村勇子　　ひとつだけ。スピーチロックに関するところで、男性入居者で時々大声になって周りに刺激を与えてしまう場面がありますが、このような場合でも職員は上手く対応するよう心掛けております。スピーチロックにならないよう留意しながら、入居者間でトラブルにならないよう気配りをするようにしております。

　小原秀幸　　それでは、次に移ります。
　　　　　　　事故等に関する事項についてほうじゅの郷、はなみずき石鳥谷の順で担当者から説明させる。

　中村勇子　　ほうじゅの郷の事故等の状況について、資料に基づき説明する。

　菊池理恵子　続いて、はなみずき石鳥谷の事故等の状況について、資料に基づき説明する。

　小原秀幸　　只今、事業所ごとに担当者から説明がありましたが、委員の皆様から質問等ございませんか。

　宮森寿人　　ほうじゅの郷での皮膚の裂傷との報告について詳しく教えて下さい。

　中村勇子　　エプロンの装着部分が皮膚に触れて裂傷したようです。
　　　　　　　今回の事故報告の中で怖いと思ったのが、電気コードの断線によるもので、火花が出るようなケースでしたので、全てのものについて点検し対策を講じています。

　川村　明　　それはコードが傷ついていたのですか。

　中村勇子　　そうです。
　　　　　　　電動ベッドですから、上げ下げしたり移動したりするうちにコードに干渉していたのでしょうね。ショートしてしまったというものでした。

　小原秀幸　　これは十分に注意しましょう。掃除のときに確認や点検するとか、マニュアルが必要かもしれませんね。

　川村和生　　私自身、後期高齢者になって最近気になることは「ふらつき」があるなと思っています。入居者さんもそれぞれ状態が違うと思いますから、職員さんにはご苦労されると思いますが、常々観察していくことが事故防止になるのかなと感じました。

　小原秀幸　　そうですね。やはり周りから見れば職員は介護のプロなわけですから、自覚して支援しなければならないことだと思っています。
　　　　　　　その他何かございませんか。
　　　　　　　特に無ければ、その他の事項、情報交換に移ります。事務局から何かございますか。

　中村勇子　　資料に基づいて説明する。

　菊池理恵子　続いて、資料に基づき説明する。

　小原秀幸　　私の方からは、地域・家族交流会のお知らせ、並びに福祉なんでも懇談会のお知らせをいたします。別紙を確認のうえご出席下さるよう宜しくお願いいたします。地域密着型サービス事業ですので、地域との関わりを深めるため様々な行事などを企画し、または地域の行事にも参加しながら、地域とともに歩みたいと思っております。

　小原秀幸　　委員の皆さんから何かございませんか。

　宮森寿人　　今後どうなるか分かりませんが、社会保険料を下げるという話が出てまして、この場合、事業に影響はあるものでしょうか。

　小原秀幸　　何らかの影響はありそうですよね。
　　　　　　　どうなるか分かりませんが、これから人がいないとか、お金がないなどということも影響して、業界的に言われているひとつに運営基準の緩和などが挙げられます。例えば、ほうじゅの郷では入居者と介護職員との割合が２体１となっていますが、これを３対１でよいとか、その代わり報酬単価は安くなりますよ、というのは聞いたことがあります。こうなるとサービスの質は悪くなると思いますので、福祉団体では反対しています。ただ働き手の確保は大きな問題ですから、いくら介護ロボットだろうが外国人労働者を雇用したとしても、施設経営は非常に難しいことに変わりはないと思いますね。

　宮森寿人　　かつて消費税は福祉目的として使われるはずでしたが、いつの間にか一般財源になってしまい、どうなっているのか分からないようになっていますよね。これからの福祉運営に不安を抱いてしまいます。国の施策に頼らず地域で支える福祉が実現できれば良いのでしょうが、これもまた難しい問題ですね。

　小原秀幸　　仰るとおりです。全国をみれば、良くも悪くも、地域の格差ってありますよね。何か良い手立てを考えていかなければいけないと、強く思っています。

　川村和生　　地域住民の代表として、この地域は昔からの部落を維持しながらも、近年は新興住宅地となり若い世代の居住者が本当に多くなりました。でもだからと言って近所付き合いが多いかと言えば、時代も変わり、交流する機会も少ないのが現状です。
　　　　　　　今回、こちらの方では、地域交流会をされるということで、やはりこのような機会に地域の方々と触れ合い、施設を理解してもらうことが、とても重要だと思っておりますので、地域ぐるみでいろんな活動や協力ができる風土をつくっていきたいと思っています。宜しくお願いします。

　小原秀幸　　こちらこそ、宜しくお願いします。
　　　　　　　私たちも、出来る限り地域のために貢献していきたいと思っていますし、協力できることは何でもやっていきたいと考えております。どうかこのような関係が継続していけるように取り組んで参ります。
　　　　　　　他に何かございませんか。

　小原秀幸　　長時間にわたり熱心にご審議下さり誠に有難うございました。今後とも地域密着型サービス事業の運営についてご支援を賜りますよう宜しくお願いいたします。
　　　　　　　以上をもちまして令和7年度第3回地域密着型サービス事業運営推進会議を終了いたします。


閉会　　15時00分
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